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‘福井 GR1 号’は 2014 年に福井県農業試験場において‘シャインマスカット’に‘ベニバラオー’を交配して育成

した大粒赤色系２倍体品種である．2025 年 3 月 28 日に出願番号第 37957 号として品種登録出願した． 

短梢せん定栽培が可能であり，育成地での収穫期は雨よけ栽培で 9 月上旬である．果皮色は濃紫赤色で果粒の形は

狭楕円体である．展葉 10 枚期のストレプトマイシン 200ppm水溶液の散布処理と，満開期および満開 10～15 日後のジ

ベレリンおよびホルクロルフェニュロン処理により無核栽培が可能であり，皮ごと食べられる．崩壊性の肉質で，糖

度は 20°Brix 程度である．開花始期の花穂整形と，満開 10日後に軸長 6～7 ㎝，粒数 35～45 粒/房に調整することに

より，果粒重 14ｇ，果房重 570ｇの果実が生産できる． 
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Ⅰ.緒言 
 

福井県のブドウ栽培は，ピークの 1966 年には 94 ㏊ 1）

であったが，雪害による棚の倒壊や，小粒品種の‘デラ

ウエア’から大粒品種の‘巨峰’への切り替えの遅れな

どにより，栽培面積は 1996年には 10㏊ 2）まで減少した． 

しかし近年，直売所などで地元産のブドウが求められ

るようになったことや，ブドウは果樹としては植付から

結実までの年数が短く，生産者が早期に収益を得やすい

ことから，福井県では 2011 年よりブドウを推進品目に位

置づけている．2012 年にはブドウ生産者グループ「ふく

いブドウネットワーク」を立ち上げ，ブドウ栽培の仲間

づくりや栽培技術の向上に取り組んでいる．また，2014

年からは県産ブドウの知名度向上のため，大粒の種無し

ブドウを「ふくぷる®」の愛称で販売している．その結果，

県内全域においてブドウ栽培が広まり，栽培面積は 2024

年には 23ha に増加し 3），今後もさらなる拡大を目指して

いる． 
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２）農業試験場園芸研究センター 

３）現 嶺南振興局農業経営支援部 
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６）現 農村振興課 
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品種については，福井県では‘シャインマスカット’4），

‘藤稔’，‘ブラックビート’，‘サニールージュ’5）の４

品種を推奨品種としている．これら品種が「ふくぷる®」

の主要品種であるが，消費者からの人気の高さや，栽培

のしやすさから，現在は‘シャインマスカット’に偏重

した品種構成となっている．一方，全国的な‘シャイン

マスカット’の栽培面積増加 6）により，他産地との競争

激化や単価の下落が懸念され，ブドウ生産者の所得確保

のためには，消費者ニーズに合致した福井県独自の優良

品種の導入が不可欠である． 

そこで，福井県農業試験場では 2014 年からブドウの育

種に取り組み,大粒・赤色系で食味良好な‘福井 GR1 号’

を育成し, 品種登録出願（2025 年 3 月 28 日，出願番号

第 37957 号）を行ったので，その育成経過と品種特性に

ついて報告する． 

 

Ⅱ.育成の経過 
 

１．育種目標 

福井県では，黄緑色の‘シャインマスカット’，黒色の

‘藤稔’と‘ブラックビート’,赤色の‘サニールージュ’

の４品種を推奨品種として推進してきた．このうち，皮

ごと食べられるのは‘シャインマスカット’のみであり，

全国的に種無しで皮ごと食べられるブドウの需要が高ま

っていることから，生産現場からは着色系品種において

も皮ごと食べられる品種が望まれていた． 

また，福井県でブドウ栽培が増加した要因の一つに，

短梢せん定栽培の普及がある．福井県ではブドウ栽培の



経験が浅い生産者が多く，初心者でも栽培が容易で取り

組みやすい短梢せん定栽培とセットでブドウ栽培を推進

してきた． 

そのため，無核化が可能で皮ごと食べられる大粒のブ

ドウであること，赤または黒色のブドウであること，短

梢せん定栽培が可能であることを育種目標とした． 

 

２．育種経過 

交配は 2014～2015 年の 2 年間実施した．‘シャインマ

スカット’を子房親，赤，黒系統 15 品種を花粉親として

交配し，新品種育成に着手した． 

播種は2015～2016年に行い5,692粒播種した中から実

生苗 2,993 系統を得た． 

一次選抜として，2015～2017年に生育良好な実生苗を

選抜し，選抜した苗から採取した穂木を台木のテレキ

5BB に緑枝接ぎし，苗圃にて接ぎ木苗 1,685 系統を養成

した．選抜圃場への移植は 2016～2018 年にかけて実施し

た． 

二次選抜として 2018～2020 年に果実の着色性，肉質，

食味を中心に評価し，優良な 21 系統を選抜した． 

さらにその中から，栽培性および果実品質とも良好で

あることから，子房親の欧州系黄緑色系品種‘シャイン

マスカット’に花粉親の欧州系赤色系品種‘ベニバラオ

ー’を交配した系統である‘福井 GR1 号’（第 1 図）を

2022年に品種候補として選定した．果房の外観を第 2図，

結実状況を第 3 図，果粒の外観を第 4 図に示した． 

 

福井ＧＲ１号

シャインマスカット

ベニバラオー

安芸津21号

白南

バラード

京秀

第1図 ‘福井ＧＲ１号’の系統図
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第 2 図 ‘福井 GR1 号’の果房 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

第 3 図 ‘福井 GR1 号’の結実状況 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4 図 ‘福井 GR1 号’の果粒 

 

Ⅲ．特性の概要 
 

１．品種特性 

 特性調査は，農林水産植物種類別審査基準（ぶどう属）
7）に従って 2023 年および 2024 年に行った．2024 年にお

ける供試樹の樹齢は，原木が 10 年生，複製樹が 4 年生で

ある．台木は‘テレキ 5BB’を使用し，当試験場圃場内

の露地平棚に簡易雨よけトンネルを設置し短梢せん定栽

培とした他，一般的な栽培管理は病害虫防除を含め慣行

の栽培方法に準じて行った．  

 

１）樹体の特性 

 樹体に関する主な特性を第１表に示した．樹勢は中，

幼梢先端の綿毛の密度は中，熟梢の色は橙褐，若葉の表

面の色は淡赤銅，若葉裏面の葉脈間の綿毛の密度は無又

は極粗，成葉の形は五角形，成葉の裂片数は５，成葉の

鋸歯の形は両側直線形，成葉裏面の主脈間の綿毛の密度

は無又は極粗，花性は両性，花振るいの多少は中である． 

 

２）果実の特性 

 果実特性について第２表に示した．果粒の形はやや細

長く狭楕円体であり，果皮色は濃紫赤，果皮と果肉の分

離性は難，果粉の多少は少,肉質は崩壊性，果肉の硬さは

硬，果汁の多少は中，香気はフォクシー香，マスカット

香，ハーブ香とは異なる香りである． 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．栽培特性と注意点 

１）植物成長調製剤の使用と果実特性 

 ‘福井 GR1 号’はジベレリン（GA）処理による無核栽

培を前提に選抜した品種であることから，花穂整形や摘

粒などの管理を行い GA およびホルクロルフェニュロン

（CPPU）の植物生長調整剤処理を行った房について果実

調査を行った（第 3 表）．  

調査は‘福井 GR1 号’原木（2024 年時 10 年生）およ

び当試験場植栽の‘シャインマスカット’（2024 年時 13

年生）を供試した．開花始期に房の先端約 3.5 ㎝を残す

花穂整形を行い，満開期に GA を 25ppm，CPPU を 3ppm で

処理，満開 10～15 日後に GA を 25ppm で処理した後，軸

長 6～7 ㎝，粒数 35～45 粒/房に摘粒を実施した．摘粒後

は果実袋（白色袋）をかけ，以降収穫まで袋かけした状

態で管理した. 

果粒重は 14.2ｇになり，果房重は 571.6ｇになった．

肉質は崩壊性で，果肉硬度は硬，はく皮は難で，‘シャイ

ンマスカット’と同様に皮ごと食べられた．さらに，満

開期の GA 処理による無核化が可能であった．また，マ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スカット香とは異なるが香気を有したことに加え，糖度

は 20.2°Brix，酸度は 0.44％であり，糖酸比は‘シャイ

ンマスカット’より高く食味は極めて良好であった．収

穫期は 9 月上旬であり，‘シインマスカット’と比べやや

早く収穫できた． 

 

２）無種子化促進のためのストレプトマイシン処理 

ブドウの無種子化は，満開期に花穂を GA 溶液に浸漬処

理することで可能であるが，処理時の気象条件や樹勢低

下により有核果が混入する事例があり，無種子化の補助

薬剤としてストレプトマイシン（SM）が広く利用されて

いる 8）先述の植物生長調整剤の試験において,2022 年は

展葉 10 枚期に SM200ppm 水溶液の散布処理を行い，2023

年および2024年はSMの散布処理を行わなかったところ，

2022 年には有核果の混入は見られなかったが，2023 年お

よび 2024 年には有核果の混入が認められた．このことか

ら，‘福井 GR1 号’の無核化栽培を行う場合には展葉 10

枚期に SM の 200ppm 水溶液を散布することが有効である

と考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肉質 果肉硬度 はく皮

（官能評価） の難易

福井GR1号 571.6 ± 38.8 39.5 ± 0.7 14.2 ± 0.9 崩壊性 硬 難

シャインマスカット 600.5 ± 25.8 39.6 ± 1.1 15.2 ± 0.2 崩壊性 硬 難

（第3表　つづき）

福井GR1号 20.2 ± 0.4 0.44 ± 0.03 46.1 ± 4.4

シャインマスカット 18.0 ± 0.2 0.42 ± 0.04 43.2 ± 5.1

※値は2022～2024の平均±標準偏差

　　‘福井GR1号’の果実品質は２０２２年は9月8日，2023年は9月8日,2024年は9月6日に調査

　　‘シャインマスカット’の果実品質は2022年は9月16日，2023年は9月13日，2024年は9月11日に調査

第3表　植物生長調整剤使用による‘福井GR1号’および‘シャインマスカット’果実の品質（2022～2024）

糖酸比

（糖度/酸度）

1粒重

（ｇ）

糖度

（°Brix)

酸度

（酒石酸換算%）

房重

（ｇ）

着粒数

（個/房）

福井GR1号 テレキ5BB 10及び4 中 中 橙褐 淡赤銅 無又は極粗

安芸クイーン テレキ5BB 4 中 中 橙褐 紅斑を伴う緑 中

クイーンニーナ テレキ5BB 10 中 中 暗褐 紅斑を伴う緑 中

第１表　‘福井GR1号’および対照品種の樹体形質（2023,2024）Z

若葉の表面の
色

幼梢先端の綿
毛の密度

若葉裏面の葉脈間
の綿毛の密度

台木 樹齢Z 樹勢 熟梢の色

福井GR1号 狭楕円体 濃紫赤 難 少 崩壊性 硬 中 特異香

安芸クイーン 倒卵形体 赤 中 やや少 中間 中 多 フォクシー

クイーンニーナ 倒卵形体 赤 中 やや少 崩壊性 硬 多 フォクシー

果汁の多少 香気果粒の形 果皮色
果皮と果肉
の分離性

果粉の多少 肉質 果肉の硬さ

第2表　‘福井GR1号’および対照品種の果実形質（2023,2024）

（第１表　つづき）

福井GR1号 五角形 ５ 両側直線形 無又は極粗 両性 中

安芸クイーン 五角形 ５ 両側直線形 中 両性 多

クイーンニーナ 五角形 ５ 両側直線形 中 両性 多
Z　樹齢：2024年時の樹齢、‘福井GR1号’原木（10年生・1樹）、‘福井GR1号’複製樹（4年生・6樹反復）

　　　　　　‘安芸クイーン’（4年生・1樹）、‘クイーンニーナ’（10年生・1樹）

成葉裏面の主脈間
の綿毛の密度

成葉の鋸歯
の形

成葉の裂片
数

花性成葉の形
花振るいの

多少



３）病害虫 

 慣行の‘シャインマスカット’栽培方法に準じた病害

虫防除を行ったところ，雨に濡れる枝葉で黒とう病の発

生が見られた他，成熟期に晩腐病の発生が見られた（第

5 図）．その他目立った病害虫の発生は見られなかった

（データ省略）．晩腐病の発生は‘シャインマスカット’

と比べ多いため，晩腐病対策については今後検討が必要

である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５図‘福井 GR1 号’に発生した晩腐病 
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Summary 

 
‘Fukui GR1go’ is a large, red-colored diploid grape cultivar that was developed in 2014 at the Fukui 

Agricultural Experiment Station by crossing ‘Shine Muscat’ with ‘Benibarao’. The variety was filed for plant 

variety registration on March 28, 2025, under application number 37957. 

 

This cultivar is suitable for short-cane pruning cultivation, and under rain-sheltered conditions at the breeding 

site, the harvest season falls in early September. The skin color of the fruit is dark purplish-red, and the berry 

shape is narrowly ellipsoidal. 

 



It can be cultivated as a seedless grape through the application of a 200 ppm streptomycin aqueous solution at 

the 10-leaf stage, followed by treatments with gibberellin and forchlorfenuron at full bloom and 10 to 15 days 

after full bloom. The fruit is edible with its skin. 

 

The flesh has a melt-in-the-mouth texture, and the sugar content is around 20° Brix. By shaping the flower 

clusters at the beginning of flowering and adjusting the bunch to a rachis length of 6 to 7 cm and 35 to 45 

berries per cluster 10 days after full bloom, it is possible to produce fruit with an average berry weight of 14 

grams and a cluster weight of 570 grams. 


